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石油価格の高騰　→　ジャムの値段が上がる

日経記事の要約は以下のとおり　　日経2006.06.04

　世界的に石油価格が高騰した

　　　　　　　　↓

　「原油高に苦しむブラジルが、国内の農産物から作る

　エタノールをガソリンの代わりに使うようになった」

　　　　　　　　↓

　砂糖が不足し、日本の輸入する砂糖の価格が高騰した

　　　　　　　　↓

　ジャムの価格が連動して高くなった　

　ブラジルのガソリンスタンドではガソリンが 1 リットル当た

り約 2．6 レアール（約 130 円）、エタノールは約 2 レアー

ルで売られ、エタノールを給油するドライバーが多い。

　自動車メーカーもこれに対応する動きを見せている。ブラジ

ルでは欧州の自動車メーカーはすでにエタノール対応エンジン

の車販売を行っているが、米メーカーも対応を急いでいる。ホ

ンダもブラジルでフレックス車を投入すると宣言している。



砂糖　→　エタノール生産　→　車の燃料へ
　フレックス車への需要が高まる
　（エタノール自動車）　

ニューヨーク・タイムズ（米）２００６年５月 1 日　
　論説要約

有望なエタノール
　ガソリンに代わる最善の燃料と見られ
るエタノールへの関心が高まっている。
ブッシュ大統領は年頭教書でエタノール
に言及、ビル・ゲーツも投資し始めている。
　環境保護団体である天然資源保護協会
は、エタノールと他の戦略により今世紀
半ばまでに米国民が使用するすべてのガ
ソリンに代えることができると予測。
　従来エタノールはトウモロコシから作
るものだったが、今では穀物や野草、さ
らには農業や林業の廃棄物からのセル
ローズ誘導エタノールも視野に入る。そ
の原料となる植物が成長中に吸収する
CO2 が、燃焼で排出する CO2 を相殺す
るので、地球温暖化物質の抑制という意
味でガソリンより優る。　
　セルローズ誘導エタノールは、トウモ
ロコシ・エタノールよりも生産に使うエ
ネルギーが少なく、排出温室効果ガスも
少ない。石油の高騰で、価格的にも有効。
技術が進歩すれば、石油価格が下がって
もセルローズ誘導エタノールは競争でき
るはず。
　ただし、エタノールだけで石油依存や
地球温暖化は終わらない。賢明な成長戦
略の一環として、燃費効率のよい車や効
率的な輸送システムも必要である。

バイオエタノールを燃料とする自動車は
○　温暖化ガス削減の効果
○　原油高騰も大きな要因
○　燃料電池の普及はまだ先







パリの都心部交通政策の場合

　パリの自動車追放作戦

●　パリ市の概要

 人口　214万人

 面積　105平方キロ

 自家用車の保有世帯率　44.5%

●　実施中

 （１）車線を減らして、バスや自転車を優先

 （２）貸し自転車を用意

 （３）三輪自転車による宅配

 （４）一方通行を増やす

 （５）トラムの導入

● 検討中の「車追放策」

 （１）セーヌ川で通勤船を運行



 （２）パリ都心（１～4区）の制限速度30キロ

 （３）四輪駆動車の乗り入れ制限

 （４）地下鉄の終夜運転

 （５）無料駐車スペースの廃止

自転車の優遇策

１）　バス専用レーンに自転車の共存を認める

　　

　　自転車文化センター広報　　　　　　　　　　　　　朝日新聞（ビガール通り）

２）自転車の共同利用

　　

      3000台、200ステーション　JC Decaux



３）環境カルチェ

　　一方通行の導入とゾーン３０規制の拡大

４）トラムの導入

　2006年秋開通予定、8kmを 24分で結ぶ。

1日 10万人を輸送する





図XX-2　　運輸部門における用途別エネルギー消費内訳

乗物の中でエネルギー消費のほとんどは乗用車と貨物自動車で

占められる。鉄道の５％の僅か一部を路面電車が占めている（交

通関係エネルギー要覧 2000 年度）
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